
     鉄のモニュメント 奈良 三輪神社 鉄の大鳥居 

    久し振りに 奈良 巻向・三輪を歩く  2011.8.2. 

 

巻向 三輪山の麓から 大和平野の眺め  正面に箸墓 奥左:葛城・二上山 奥右:竜田・信貴・生駒の山並 2011.8.2. 

   

 三輪山と鉄の大鳥居                箸墓                     大和平野に浮かぶ大和三山    

山の辺の道 巻向周辺を歩くとどこからでも見える大神神社の大鳥居・箸墓・大和平野に浮かぶ大和三山 

  

8 月 2 日 朝早く家を出て、奈良国立博物館で

開催されている特別展 「天竺へ 三蔵法師 3

万キロの旅」 を見にいって、その後 久しぶり

に巻向・三輪を歩いてきました。 

 「西遊記」のモデルとなった三蔵法師のシル

クロード・天竺―への旅の各地場面が絵巻に

描かれた藤田美術館所蔵の全 12 巻・全長総計

190 メートルを超える長大な国宝の絵巻が全巻公

開。  最近はイヤホーンを耳に憑けて、作品

それぞれの前でゆっくり解説が聞けるようにな

り、自分の知らない時代背景や描かれた場面

の解説を見れるようになって ゆったりと博物

館巡りの楽しみが一つ増えました。 

 展覧会は出足が大事 一歩先に行くに限る。 

ゆっくりと見て、 それからお茶して、街を歩く。 

久しぶりに緑に包まれた奈良の街を歩いて 

午後 色々発掘が進んで、クローズアップさ      大和平野南部 巻向周辺 google 鳥瞰写真 

れている巻向がどうなっているのか また、三輪山の鉄の大鳥居にも出会いたくて、纏向から三輪へ 三輪山の山裾をぶらぶら歩い

てきました。 特別展 「天竺へ 三蔵法師3 万キロの旅」 の話はインターネットに沢山書かれていますので、そちらをどうぞ。 

また、ゆっくりの奈良散策には奈良町を抜けての元興寺がおすすめ。ゆったり行ったことがな

かったのですが、元興寺の鬼(がごぜ) 

に出会いたくて立ち寄りました。奈良町の真ん中にある世界遺産に登録された南都７大寺の一

つの大寺ですが、一般受けするような観光資源がなく 今はひっそり。もう 境内には桔梗が咲

いて 現代風のちいさな鬼が数個 境内の片隅にちょこっと置かれ、京都の大文字山かと見間

違う奈良の大文字山「高円山」が本堂の屋根越しにみられました。    ● 元興寺と元興寺の鬼「がこぜ」  

 9. 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1109gakoze.pdf


1.  鉄のモニュメント 三輪山大神神社の大鳥居 

  

山の辺の道を南に歩くとどこからでも 大和平野の山際に見える三輪山大神神社の大鳥居  

奈良へ出かけるついでに、どこへゆこうか・・・。 

ふっと 「三輪山大神神社のあの鉄の大鳥居はどないなっているやろか 錆がでてないやろか・・・」ゆっくり眺めてみたいと思

ったのがきっかけ。 鉄の山 三輪山を訪ね 山へ参拝登山した後 帰りに大鳥居を眺めたのが2004年。  

その時は 「鉄製や」とさほど気にもとめなかったのですが・・・・・・・・・。 

インターネットをチェックしていて この大鳥居が無塗装でサビがでない耐

候性鋼でできていることや日本各地の神社の大鳥居は鉄製でしかも無塗装

で錆がでない耐候性鋼板でできているものが多数あると知ったのがきっか

け。 

 あの霧島神宮 熊野本宮 戸隠神社 靖国神社に北海道神宮の大鳥居 

そして 赤く塗られた談山神社の鳥居も。  

(JFE エンジニアリング 耐候性鋼板の鳥居 より)。  

鉄と関係深い金山彦命を祭る岐阜県垂井の南宮神社の赤の大鳥居も鉄製で

ある。最近は新素材の鳥居もある   

高度成長期 鋼の新分野開拓が始まった 1960年代 無塗装で使える鋼板

として脚光を浴びた耐候性鋼板でしたが、初期鋼表面の錆が中々安定化せ

ず、流れ錆がでて、限られた構造物にしか実用の道が開けず、苦難が続いた。 

やがて 表面錆安定化処理技術が確立して やっと数多くの用途に実用化

が進んだ鋼。高級新分野開拓の先駆けとして、苦難を克服した鋼として印象

に残ってきた鋼である。  

大神神社の大鳥居が建設完成したのは昭和61 年(1986)。日本の高度成長からオイルショック(1974)を経て 鉄鋼業では 円高・

鉄鋼不況が続く1980年代。 そんな時代に建設された無塗装の耐候性鋼を用いた大鳥居。 その後も 耐候性鋼の開発と錆安

定化処理技術の開発がさらに続く。「三輪山大神神社の大鳥居は昭和の鉄の歩みを思い起こす鉄のモニュメントだ」と・・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        三輪山 大神神社の大鳥居の概要 大鳥居の傍にある説明版より 

   



2. 巻向 箸墓から 三輪山大神神社の大鳥居へ歩く 

● 巻向 箸墓 ・ 箸中の集落から東 山の辺の道へ 三輪山の山裾を登る 

昼食を済ませた後 桜井線の巻向へ。 巻向から 三輪山の山麓の山の辺の道をぶらぶら箸墓から大神神社に出て、大鳥居ま

で歩こうと。奈良からは何本も電車があると思っていた桜井線 平日の昼間は1時間に1本しかないのにびっくり。時間にせ

かれるわけもないのでのんびりと。  

奈良から約 30 分ほどで、JR 桜井線巻向駅で下

車。 桜井線に沿って田園の中を箸中の集落を

抜けてゆく古道をたどる。 

東側には 南北に続く山並みの山裾がひろがる

なだらかな緑傾斜地がつづき、 すぐ南にゆっ

たりした三角のスロープで樹木におおわれた三

輪山が見える。 何度も歩いた道 天理から三

輪山山麓を飛鳥へぬれる上ツ道。 

直ぐ上には山の辺の道が同じく南北に続く。 

10 分ほどで 邪馬台国の卑弥呼の墓と言わ

れる箸墓の縁の池の所に出る。 緑の森に包ま

れて東西に横たわる巨大な前方後円墳の後円部

の端で、古墳に沿って池があり、大和平野の向

こうに二上山が見えている。 昨年 巻向駅の

直ぐ周辺の所で、弥生時代末期の宮殿跡とみら

れる東西軸に整然と並ぶ大きな建物跡が見つか

り、この巻向の地が邪馬台国の中心部(纏向遺跡)邪馬台国大和説ブームが起こって 巻向周辺も人の波だろうと思ってきたの

ですが、 平日はいたって静かで、この箸墓の周辺もなにも変わっていないようだ。 

  

    天理から飛鳥へ伸びる古道 上ツ道(上街道)がすぐ横を通る卑弥呼の墓といわれる箸墓古墳   2011.8.2.  

  
 後円部をかすめて街道が続く箸中の集落    箸墓古墳の端から西に葛城・二上山が遠望される 



古い家並みが続く箸中の集落の中を箸墓の後円部に沿南へ回り込んだ街中で整備された遊歩道と交わる。街細い十字路「山の

辺の道」の案内標があり、確かこの道を東にたどれば、ホケノ山古墳の所から三輪山の山裾まで登ってゆけるはず。 

ＪＲ桜井線の踏切を渡るとすぐ、国津神社」の横で、東から流れ下ってきた小さな川「巻向川」に出合う。 

子の直ぐ北側のところがホケノヤマ古墳で、この纏向川を東にたどれば、三輪山の山裾を北から南へ続く山の辺の道である。 

巻向川は東の奥にある纏向山・三輪山南山腹に沿う谷間(車谷)から流れ出し、 丘陵地の田園集落の中を西に流れ下る古代か

ら歌に詠まれた由緒ある川である。 

南側の三輪山は「鉄」の山 そして 谷のすぐ北側の集

落 穴師には「鉄」と関連する兵主神社があり、古代鉄

の関連地で、この川に砂鉄が流れ込んでいないかと何度

か辿ったことがある。 

また、北の天理から山裾を縫って桜井へ続く山の辺の

道がこの谷の出口周辺でクロスし、この辺りからは広大

な大和平野がながめられ、すぐ下には纏向の古墳群が眺

められ、南の三輪山の麓には大神神社の大鳥居が街並み

の中から頭を出して浮かんでいる。 

多くの人が「国のまほろば 大和」を眺めるのに推奨す

る場所で、私も一番好きな場所の一つである。 

  この川に入っている人がいて、聞くとこの川のごみ

掃除。地元の人たちによって、清らかな川の環境が守ら          

れている。やっぱり 砂鉄は出ないらしい。         

  国津神社の横を東に登ったすぐ北側にホケノ山古墳である。「あれ・・ 印象が違う」前に来たときには草が生えていな

くて、ホケノ山の頂上に登れたのによく整備はされているが、草で覆われている。 地元の人にマムシ注意とおどかされ、草

履でこの草の中に入る勇気はなし。何度も来たように思うのですが、草が生い茂っているのにはびっくりですが、纏向のルー

ツ的古墳 昔のままの静けさ。 ホケノ山のてっぺんから巻向全体を見ようと思っていたのですが断念。 

   

       ホケノ山古墳                 現在の様子     こんな時もありました 

南西から北東に横たわる古墳時代前期初頭の纒向古墳群に属するホタテ貝型の前方後円墳 左前方部 右後円部 

まあ、 もうすこし東へ登って、ゆっくり大和・巻向を眺めよう。 

集落を抜けて、ぱっと田園と果樹農園がひろがる傾斜地が三輪山の山裾に広がり、南側田園の向こうに三輪山 大神神社の大

鳥居が街並の上に頭を出している。 

   
田園と果樹園の広がる一本道 東の三輪山山麓へ登る   南には広い田園の向こうに大神神社の大鳥居 2011.8.2. 

三輪山の谷から流れ出て箸中 国津神社の横を西に下る纏向川



● 車谷の池の所から「国のまほろば 大和平野」を眺める 

ホケノ山古墳からさらに東へ果樹農園が続く丘陵地を少し上ると上下に二つの池が並んでいる場所に出る。 

さきほど、村の人に教えてもらった場所であるが、前にも来たことがある。 

 ここが車谷の素晴らしい大和平野展望地で 広大な大和平野全体が見渡せる。 ふと池の畔を見ると川端康成書の「国のま

ほろば」の碑があったり、横の果樹園の樹木の下にもいくつか碑がある。大和を眺める一等地  

 
 

 
     三輪山西の丘陵地 車谷から見る 巻向の古墳群  左一番大きいのが箸墓 本当に大きい 2011.8.2. 

         後方左手二上山から右へ竜田・信貴・生駒の山並みが大和平野を取り囲む  

 

車谷の池之端にある碑 

碑の後ろ池の向こうに 

二上山や大和三山が顔を 

覗かしている  

 

池の端から角度を変えて 巻向遺跡周辺を眺める 

後ろ正面は生駒山  2011.8.2. 



下の池の端からは大和平野の南側がよくみえ

ないが、場所を変えて、果樹園や池の上へあ

がると大和三山が平野の中にぽっかり浮んで

いるのが見えました。また、南の山裾 飛鳥

の方には天香久山がみえ、その手前に大神神

社の大鳥居も見える。 

 西側の大和平野ばかりに目が行っていまし

たが、振り返ると池の向こうに秀麗な三輪山

が池にその姿を映していました。 

 

 

  南西側には二上山から南へ葛城・金剛の山並みの前に ぽっかり大和三山が浮かぶ大和平野が見える 2011.8.2. 

 

      大和平野の南の端 明日香から 風の森・金剛山・葛城方面 大和三山が三つとも綺麗に見える 

また 左端 天香久山の手前に 大神神社の大鳥居が見える 

 
 
 



  
 池の東側には三輪山が池に影を移していました 

 

● 檜原神社から 山の辺の道を三輪山の山裾を大神神社へ 

       三輪山の山裾 僧都之滝 河床に堆積した鉄分を見つける 人工なのか??? 

池の展望所からさらに東へ森の中の坂道登ると檜原神社。ここで山の辺の道に入って 南へ静かな林の中を大神神社へ 

   

 
 檜原神社は大神神社の摂社で、御三輪山を神体として祀っている。 

本殿も拝殿もなく、3つの鳥居が連なった珍しい形の「三ツ鳥居」が玉垣に囲まれて立っている。 

 



「鉄の山」三輪山周辺の山の辺の道に来るといつも気になるのが、砂鉄。 小さな谷川を見ると覗き込んで、磁石を引っ付け

てみ見る。以前狭井川の谷川で砂鉄を見つけたことがあるのですが、他では不思議に見つからない。 

今回 檜原神社から少し南へ行った三輪山の小さな谷から流れる僧都之滝の石組が真っ黒になっているのが、不思議で滝の河

床を覗きこむと鉄分が集積していました。 石組が人工的で、かつ滝口が鉄パイプなので、ちょっと疑問もあるのですが、三

輪山から流れ出した砂鉄かもしれません。 また、石組に使われた石が本当に真っ黒で、この岩かなあ・・・と。 

今回 磁石をつけられなかったので、次回は砂鉄採取とともにこの岩にも磁石を当ててみたい。 

これで、三輪山から流れ出した砂鉄の集積の可能性地が２ケ所になった。 

   

        山の辺の道 玄賓庵 横の僧都之滝 万葉歌碑 13.の所の河床に堆積した鉄分 人工なのか??? 

「山吹きの立ちしげみたる山清水 酌みに行かめど道の知らなく」 

そのまま三輪山の山裾の森を巡る山の辺の道を行けば狭井神社から大神神社であるが、三輪の郷の中に浮かんで見える大鳥居

をみたくて、山の辺の道を離れて少し西に下って西へ下って 三輪山の傾斜地にでると視界が開け、南に大鳥居が見えてくる。 

田園の中を三輪の街中にでて、大神神社の正面から 大神神社へ。 

 

 

       西へ下って 三輪山の傾斜地に出ると視界が開け 南の端に大鳥居が見える 2011.8.2. 



 

 

   

   

三輪山 大神神社  2011.8.2. 

  

● 鉄のモニュメント 

 三輪山 大神神社 大鳥居 

 

晴天に恵まれて 本当にすがすがしい。  

久しぶりの大神神社のお詣りを済ませ

て 大鳥居に出会いに行く。  

「錆が出てないだろうか 表面あれて

ないか」とちょっと心配。 

2004年以来の大鳥居との出会いである。 

無塗装といいながら、初期の耐候性鋼は

錆がでていたし、北海道 

百年記念塔はちょっと赤く錆が出てい

たので、ちょっと心配。 

大神神社正面から まっすぐ西に伸び

る参道を大鳥居に向かう。 

「昭和の大鳥居でホンマものでない。一ノ鳥居は別にすぐ横にある」 

という人もあるが、鉄屋にとっては まぎれもない昭和の鉄のモニュメントである。 



 

  

 

 

大鳥居の横に立って柱に触れる。 久しぶりの鉄の感触。外観も表面も綺麗だ。 

以前に出会った時とほとんど変化なし。 

ようここまで、持ちこたえて 錆がでない無塗装の技術が進められたものだとう

れしくなる。かつて 耐候性鋼板の無塗装使用は山の中の塗装ができない谷渡り

の橋梁などの適用などに限られた時代があり、苦難の用途開発鋼板とのイメージ

が私にはつよく、いつも耐候性鋼板の構造物を見ると気になって「頑張れよ」と

声をかける。 

暑い夏 ここまで 足を延ばしてよかった。 うれしい一日でした。 
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